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熊
谷
市
の
ご
み
の
排
出
量
は
、

減
少
傾
向
を
示
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
二
十
四
年
に
は
増
加
に

転
じ
ま
し
た
。

　
本
市
の
一
人
一
日
当
た
り
の
ご

み
の
排
出
量
は
、
家
庭
系
ご
み
と

事
業
系
ご
み
の
両
方
と
も
多
く
、

国
や
埼
玉
県
の
平
均
を
大
き
く
上

回
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
み
の
処
分
に
は
焼
却
な
ど
の

処
理
費
用
と
施
設
の
維
持
管
理
費

用
が
か
か
り
、
ご
み
が
増
え
る
と

そ
の
費
用
も
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
み
が
多
い
と
焼
却
施

設
に
与
え
る
負
荷
も
大
き
く
な
り

ま
す
。
特
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

は
炉
を
傷
め
る
原
因
と
言
わ
れ
、

分
別
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
大
里
広
域
市
町
村
圏
組

合
で
は
老
朽
化
し
た
焼
却
施
設
の

改
修
工
事
を
順
次
行
っ
て
い
ま

す
。
ご
み
が
減
ら
せ
れ
ば
、
こ
う

い
っ
た
施
設
を
長
持
ち
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
、
費
用
の
節
約
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
み
を
焼
却
処
分
す
る

と
二
酸
化
炭
素
が
排
出
さ
れ
、
地

球
温
暖
化
を
進
め
て
し
ま
い
ま

す
。
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
は
地
球

環
境
を
守
る
た
め
に
も
と
て
も
大

切
な
こ
と
な
の
で
す
。

　
本
年
度
か
ら
次
の
事
業
を
始
め

ま
し
た
。

剪
定
枝
再
資
源
化
事
業（
6
月
〜
）

　
市
内
の
家
庭
等
か
ら
排
出
さ
れ

る
剪
定
枝
を
再
資
源
化
す
る
た

め
、
市
内
３
か
所
の
回
収
拠
点
に

コ
ン
テ
ナ
を
週
替
わ
り
で
設
置
し

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
12
月
1
日
か
ら
造
園
業

な
ど
の
専
門
業
者
の
方
や
大
型
車

で
の
搬
入
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
事
業（
10
月
〜
）

　
小
型
家
電
製
品
を
分
別
収
集

し
、
希
少
金
属
等
を
リ
サ
イ
ク
ル

し
ま
す
。
小
型
家
電
は
、
粗
大
ご

み
の
収
集
日
に
集
積
所
に
お
出
し

く
だ
さ
い
。

　
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
３

Ｒ︵
ス
リ
ー
ア
ー
ル
︶
が
大
事
で

す
。
３
Ｒ
と
は
環
境
と
経
済
が
両

立
し
た
循
環
型
社
会
を
形
成
し
て

い
く
た
め
の
３
つ
の
取
組
み
の
頭

文
字
を
と
っ
た
も
の
で
す
。
３
Ｒ

は
、
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、

リ
サ
イ
ク
ル
の
順
番
で
取
り
組
む

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
、
本
市
で
注
目
し
て
い
る
の

が
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
で

す
。
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
、
手
軽
に
生

ご
み
を
堆
肥
化
で
き
る
こ
と
か

ら
、
全
国
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
と
は
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
を
利
用
し
た
生
ご

み
処
理
容
器
で
、
わ
ず
か
な
費
用

で
身
近
に
あ
る
道
具
を
使
っ
て
ご

自
分
で
作
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　
で
き
あ
が
っ
た
堆
肥
は
、
園
芸

や
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
に
利
用
で
き

ま
す
。

　
今
後
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス

ト
講
習
会
な
ど
の
開
催
を
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

剪
定
枝
破
砕
機
を
無
料
貸
し
出
し
し
ま
す

　
チ
ッ
プ
化
し
た
枝
は
、
雑
草
の
発

生
抑
制
や
粉
じ
ん
の
巻
き
上
が
り
防

止
、
土
の
乾
燥
防
止
や
温
度
変
化
の

緩
和
な
ど
の
効
果
が
あ
り
ま
す
。

予
約
方
法
　
左
記
に
直
接
ま
た
は

電
話
で
予
約
。

申
込
方
法
　
左
記
に

利
用
者
本
人
が
運
転

免
許
証
等
を
提
示
の

う
え
、
借
用
申
請
書

を
提
出
。

生
ご
み
処
理
容
器
購
入
費
補
助
制
度

対
象
　
①
生
ご
み
処
理
容
器

②
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

補
助
額
　
①
購
入
価
格
︵
消
費
税

等

除

く
︶
の

１

／

２
︵
上

限

2
5
0
0
円
。
１
世
帯
に
つ
き
２

台
限
り
︶

②
購
入
価
格
︵
消
費
税
等
除
く
︶
の

１
／
２
︵
上
限
1
万
5
0
0
0
円
。

１
世
帯
に
つ
き
１
台
限
り
︶

申
請
方
法
　
所
定
の
申
請
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、販
売
店
の
領
収

書
等
を
添
え
て
、左
記
へ
。

※
一
度
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た

後
、
５
年
間
は
同
補
助
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

各
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
廃
棄
物
対
策
課︵
江
南
庁
舎
︶

3
0
4
8-

5
3
6-

1
5
4
9

と
き
　
平
成
27
年
1
月
24
日
︵
土
︶

13
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

内
容
　
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

に
関
す
る
交
流
会
、
ご
み
問
題
の

専
門
家
と
の
意
見
交
換
会

費
用
　
無
料

申
込
み
　
電
話
で
左
記
へ

主
催
　
ハ
チ
ド
リ
く
ら
ぶ

◆
ハ
チ
ド
リ
く
ら
ぶ︵
嶋
田
︶

3
０
４
８-

５
２
３-

８
９
４
２

　
く
ま
博
士
が
楽
し
く
熊
谷
の
ご

み
の
お
話
を
し
ま
す
。

対
象
　
小
学
4
〜
6
年
生

と
き
　
12
月
26
日︵
金
︶10
時
か
ら

と
こ
ろ
　
商
工
会
館
大
ホ
ー
ル

定
員
　
20
人︵
先
着
順
︶

費
用
　
無
料

申
込
み
　
電
話
で
左
記
へ

◆
廃
棄
物
対
策
課︵
江
南
庁
舎
︶

3
0
4
8-

5
3
6-

1
5
4
9
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■熊谷市　■埼玉県　■全国１人1日当たりごみ排出量（g）

冬
休
み
！
小
学
生
環
境
講
座

　
ご
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご

み
は
、
そ
の
大
部
分
が
水
分
で
す
。

生
ご
み
を
水
切
り
ネ
ッ
ト
な
ど
で

ひ
と
し
ぼ
り
す
る
と
、
ご
み
の
減

量
効
果
が
期
待
で
き
、
悪
臭
防
止

に
も
効
果
的
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が

け
…
そ
れ
が
ご
み
減
量
へ
の
第
一

歩
！

生
ご
み
の「
ひ
と
し
ぼ
り
運

動
」を
実
践
し
ま
し
ょ
う

“ごみ”について考えよう
―熊谷市のごみの現状と減量化対策―

“ごみ”について考えよう
―熊谷市のごみの現状と減量化対策―

ご
み
の
現
状
は
？

ご
み
を
減
ら
す
に
は
？

熊
谷
市
の
ご
み
減
量
・

　
　  

再
資
源
化
対
策
は
？

みかん箱を利用した
ダンボールコンポスト

「
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
に
よ
る
生

ご
み
堆
肥
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」交
流
会

ごみの処分と資源の循環
生産 消費 廃棄 分別収集

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

集 団
回 収

埋
め
立
て

拠 点
回 収

小型家電

紙資源等

蛍光管
電池等

剪定枝

再
資
源
化

中間処理 最終
処分

ごみ焼却施設
熊谷衛生センター
江南清掃センター

不燃物処理施設
クリーンセンター

各リサイクル業者

セメント
会社

焼却灰
セメント
原料化

堆　肥

発電用燃料リサイクル業者 電力会社

ご
活
用
く
だ
さ
い

楽
し
く
交
流
!
楽
し
く
学
ぶ
!

◆廃棄物対策課（江南庁舎）3048-536-1549◆廃棄物対策課（江南庁舎）3048-536-1549

ご　み
集積所

ビン・カン
ペットボトル

Reduce
（リデュース＝発生抑制）

Reuse
（リユース＝再使用）

Recycle
（リサイクル＝再資源化）

Reduce
（リデュース＝発生抑制）

Reuse
（リユース＝再使用）

Recycle
（リサイクル＝再資源化）

　一番大切なのはごみを出さないこと。ごみになる
ものを買わない、もらわない、作らない。長く使うこ
とも発生抑制になります。

　モッタイナイは世界の合言葉。まだ使えるものが不
要になってしまったら、必要とする人に譲りましょう。

　やむを得ずごみになってしまったものもしっかりと
分別すれば、資源に生まれ変わります。



次の　　　に入ることばを、それぞれお答えください。
① 平成26年熊谷市交通安全スローガンは「考えて 
スマホと命 　　　　　　　　  ？」
②ストップ温暖化！12月は　　　　　　　　　月間です。
　

30市報くまがや　平成26年（2014）12月31 市報くまがや　平成26年（2014）12月

今月のテーマ、「わが家のおすすめ鍋料理」にいただいたコメントは、「おたよりパレット」や市ホームページで紹介させていただく場合があります。

応募方法

①妻沼グライダー滑空場　②特定検診
◆応募総数54通中、正解53通

　ハガキまたはＥメールに、クイズの答え・住所・氏名・年齢・
電話番号・今月のテーマ「わが家のおすすめ鍋料理」のコメント
とおすすめの理由を必ず記入し、12月22日（月）までにご応募
ください（一人につき一通）。
《応募先》〒360-8601 宮町二丁目47番地1 熊谷市広報広聴課
    kohokocho@city.kumagaya.lg.jp
※なお、市内の商店・企業を知っていただこうという趣旨で、当選者に
はプレゼント引換券をお送りしますので、お店でご使用ください。当選
者の発表は、プレゼント引換券の発送をもって代えさせていただきます。

愛茶園ご提供の唐揚げセッ
ト（※ランチ限定）を、正解
者の中から抽選で10人に提
供します。
所在地：熊谷市肥塚1415-1
電話：048-578-4036

市報クイズでは、プレゼントを提供していただける商店・企業等を募集しています。詳しくは、広報広聴課4内線212までお問合せください。

今月の問題

今月のプレゼント

読んで当てよう

市報
クイズ2014年中に済ませておきたいこと

　まさに、光陰矢のごとし！早いもので
2014年も残り1か月を切りました。写
真の整理にダイエットなど、新しい年を
迎える前に済ませておきたいことは尽き
ないようです。
おたよりパレットは、市ホームページ 
http://www.city.kumagaya.lg.jp/でも、
更に詳しく紹介しています。

市報クイズ10月号で寄せられたご意見を紹介します。

●自転車に乗れるようになりたいです。（6歳・女の子）

●ダイエット目標体重達成まで、あと2キロ。頑張ります。（50代・男性）

●ズバリ、子どものおむつ離れです。３歳１か月の少しのんびりな息子のパンツデ
ビューを、今年中にしたいと思います。息子よ！協力をお願いします…（30代・女性）

●過ぎし人生の記録（アルバム写真・日記・手帳記事）をスキャナ等によりデジタル
化してきたが、残る10％程を今年中に仕上げる予定です。（80代・男性）

●庭の大きな松を手入れすることです。若い頃からの趣味で園芸をしているので、
今年中にきれいにしたいですね。（50代・女性）

おたよりパレットおたよりパレット
テ ー マ

P h o t o  N e w s

フォトニュースフォトニュースフォトニュース

武蔵ヒートベアーズの監督が決定！
　10月27日、阪神などで活躍した元プロ野球選手の星野おさむ
さんが武蔵ヒートベアーズの初代監督に就任しました。これから
来年の開幕に向け、選手の補強などのチーム作りが始まります。

子ども達の笑顔があふれました
　10月23日、大里体育館で熊谷市子育て支援拠点合同イベント
「第6回くまSUNフェスタ」が開催されました。当日は、親子一体
となって大盛り上がりでした。

　10月16・17日全国公民館研究集会in埼玉が開催され公民館関係者が全国から
熊谷に集いました。記念講演を本市出身の作家森村誠一氏が行い、また県の無形指
定文化財である小鹿野歌舞伎が披露され観客から大きな喝采を浴びていました。

代表でも輝くアルカスの選手達
　10月30日、第17回アジア競技大会の女子7人制ラグビーにおい
て、日本代表が銀メダルを獲得したことに伴い、アルカスクイーンク
マガヤ所属の5名の代表選手のうち4名が市長を表敬訪問しました。

公民館について語ろう

書道と道路愛護でうれしい受賞
　10月20日、全国学生書写書道展で文部科学大臣賞を受賞した熊谷西小
学校の石川千寛さんと、道路ふれあい月間において国土交通大臣表彰を受
賞した三尻中学校の生徒代表が市長を表敬訪問し、喜びの報告をしました。

第６回みどりのカーテン・コンテスト表彰式
　10月24日、緑化センターにおいて、第6回みどりのカーテン・
コンテストの表彰式が行われ、入賞者が市長から表彰を受けま
した。

秋のイベントを満喫！
　11月2日、「第13回オ・ドーレなおざね」がコミュニティひろばや国道17号
で開催され、ダンスチームは華麗な踊りで観客を魅了しました。また、同日
えびす大商業祭の稚児行列が行われ、大きなえびす様の像や神輿を先頭に
祇園会関係者や衣装に身を包んだ稚児たちが駅西通りを練り歩きました。

　11月2日、星川でイルミネーションの点灯式が行われました。富士見中学校の演
奏と、子ども達の沢山のシャボン玉が舞った星川に光が灯されると、大きな歓声が
上がりました。Star Nation（星の国）は、来年1月12日まで楽しむことができます。

気持ちのいい秋晴れ、実力者達が疾走
　11月3日、「2014彩の国実業団駅伝」が開催されました。沿道
は熱い声援で溢れ、フィニッシュ地点の熊谷スポーツ文化公園
を目指す選手達にとって大きな力となったでしょう。

幻想的な星の国に☆

地域の伝統と魅力を再確認
　10月26日、江南総合文化会館ピピア駐車場で「第8回こうな
ん祭り」が開催されました。地域の伝統芸能、グルメなどが大集
合し、終日多くの人でにぎわいました。

掘り出しもの、見つけた！
　10月25日、環境美化センターでリサイクルフェアが行われま
した。家具・自転車・本などのリサイクル品が販売され、訪れた
人々は熱心にお気に入りの品を探していました。

10月号の正解



平成26年11月1日現在（対前月比）
■人口　201,791人（＋4）　男　100,632人（+-0）　女　101,159人（+4）　■世帯　83,590（+75）

「市報くまがや」は、再生紙を使用しています。
「市報くまがや」12月号は、72,400 部作成し、広告料収入を差し引いた印刷・製本にかかる市の負担は、1部当たり 14円です。

人口と世帯

「
市
報
く
ま
が
や
」は
、毎
月
1
日（
原
則
）に
発
行
し
、自
治
会
を
通
し
て
お
届
け
し
ま
す
。ま
た
、市
役
所
・

行
政
セ
ン
タ
ー
・
出
張
所
・
公
民
館
・
駅
連
絡
所
な
ど
で
も
お
配
り
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

も「
市
報
く
ま
が
や
」を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。（U

R
L
) h
ttp
://w

w
w
.city.ku

m
agaya.lg.jp
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ハ
ン
マ
ー
投
げ
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
、
進
修
館
高
校
の
陸
上

競
技
部
監
督
の
高
橋
先
生
か
ら

勧
め
ら
れ
た
こ
と
で
す
。
も
と
も

と
運
動
が
好
き
で
、
中
学
校
で
は

砲
丸
投
げ
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

ハ
ン
マ
ー
投
げ
を
始
め
た
頃
は
、

ハ
ン
マ
ー
を
10
ｍ
ぐ
ら
い
し
か
飛

ば
せ
ず
、
い
つ
先
輩
の
よ
う
に
投

げ
ら
れ
る
の
か
と
思
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
校
の
恵

ま
れ
た
環
境
や
先
生
の
指
導
の
も

と
、
練
習
を
続
け
、
今
年
８
月
に

行
わ
れ
た
第
２
回
全
国
選
抜
陸
上

競
技
大
会
で
は
、
大
会
新
記
録
で

優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ハ
ン
マ
ー
投
げ
は
、
個
人
競

技
で
す
の
で
結
果
を
他
人
の
せ

い
に
す
る
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
。

﹁
自
分
と
の
戦
い
﹂、
そ
こ
が
私

に
向
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
10
月
の
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば

国
体
で
は
、
少
年
女
子
Ａ
ハ
ン

マ
ー
投
げ
で
53
.
04
メ
ー
ト
ル
の

記
録
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
１
年
生
の
時
、
勝
山

眸
美
先
輩
︵
現
在
筑
波
大
学
︶
が

国
体
で
優
勝
し
た
の
を
見
て
い

た
の
で
、
私
も
同
じ
場
所
に
立

ち
た
い
と
の
思
い
で
練
習
に
励

ん
で
き
ま
し
た
。
４
投
目
ま
で

は
思
う
よ
う
な
記
録
が
で
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
今
ま
で
の
練
習

を
思
い
出
し
5
投
目
を
投
げ
ま

し
た
。
投
げ
た
時
の
感
覚
で
、﹁
こ

れ
は
い
い
記
録
が
で
る
！
﹂
と
感

じ
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
っ
た

先
生
や
支
え
て
く
れ
た
仲
間
、

家
族
の
喜
ぶ
顔
が
見
ら
れ
て
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　
国
体
で
は
優
勝
で
き
ま
し
た

が
、
次
の
目
標
に
向
け
て
の
練

習
は
も
う
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

練
習
次
第
で
記
録
が
伸
び
る
と

思
い
ま
す
の
で
、
辛
い
と
思
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、

４
回
転
で
の
投
て
き
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
３
回
転
で
の
投

て
き
よ
り
さ
ら
に
記
録
を
伸
ば

せ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
進
修
館
高
校
卒
業
後
は
、
進

学
し
て
競
技
を
続
け
る
予
定
で

す
。
次
は
イ
ン
カ
レ
優
勝
を
目

指
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

先
に
大
き
な
目
標
は
あ
り
ま
す

が
、
一
歩
ず
つ
着
実
に
ス
テ
ッ

プ
ア
ッ
プ
し
、
お
世
話
に
な
っ

た
方
々
に
恩
返
し
が
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
熊
谷
の
会
場
で
競
技
大
会
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
の
で
、

み
な
さ
ん
が
応
援
に
来
て
い
た

だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

「目標を見据え、自分と戦う」
長崎がんばらんば国体

少年女子Aハンマー投げ優勝者

ハ
ン
マ
ー
投
げ
と
の
出
会
い

先
輩
の
思
い
を
胸
に
臨
ん
だ

長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体

一
歩
、一
歩
、

   

そ
し
て
次
を
目
指
し
て
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寺門静軒の足跡
てら　　 かど　　 せい　     けん

えい  が  しょうにん

りょう ぎ  じゅく よろ

たけ   い   たんじょ

まつ もと ばん ねん

だん   と

さん   よ

どう

来て！見て！知って！文化財来て！見て！知って！文化財来て！見て！知って！文化財

こ　す　も

江原  宇宙さん（葛和田）

 ―儒学者の生涯と近代熊谷の曙―  

投てきする江原さん

　寛政8年（1796）、江戸小石川の水戸藩邸内に生まれた寺

門静軒は、若くして儒学と仏典を学び、儒学者として多くの

子弟を育てました。一方で『江戸繁昌記』を著して広く知ら

れるようになりましたが、風俗を乱したとして江戸追放の刑

を受け、各地を転 と々しました。

　その果てに辿り着いたのが熊谷でした。静軒は奈良村の吉

田市右衛門家に身を寄せた後、妻沼の歓喜院に滞在しました。

その際、歓喜院院主の英雅上人や地元の人々の要請に応えて、

万延元年（1860）に「両宜塾」を開校しました。「宜しく老い、宜

しく学ぶべし」という理念のもと、竹井澹如、石川弥一郎をはじ

め地域文化の発展に尽くした有能な人材を輩出しました。

　慶応３年（1867）、静軒から漢学者の松本萬年に引き継がれ

た両宜塾では、日本初の公許女医となる荻野吟子が学ぶなど、

地域の教育機関としての役割を果たしました。

その後、静軒は鎌倉町の石上寺に住まいを移

し、檀徒や宿場町の人々に漢学などを教えまし

た。そして、晩年になると、旧知の間柄であっ

た大里の根岸友山に迎えられ、邸内の「三餘

堂」にて塾生を指導しました。慶応４年（1868）3月24日、この

地で亡くなり葬られるまで、多くの人々に慕われました。

　静軒の後半生は、まさしく熊谷と共にありました。「両宜塾

跡」、「三餘堂跡」、「寺門静軒の墓」のほか、「両宜塾記」などの

書画も残されており、これらの文化財が静軒の生涯を今に伝

えています。多くの民衆に学問と教育の意義を語り続けた静

軒の存在は、近代熊谷の曙に輝く明星であると言えます。

◆江南文化財センター　3048-536-5062
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　11月2日、星川を舞台に「ラ
バーダックレースinホシカワ」
が開催されました。スタート直
後、たくさんの参加者が自分の
ラバーダックに大きな声援を送
り続け、レースの行方を見守り
ました。

星川をラバーダック
レースの聖地に！
星川をラバーダック
レースの聖地に！
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